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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社は、コーポレート・ガバナンスに関し、企業として意思決定の迅速化と責任体制の明確化を図り、内部統制の目的を（１）事業の継続及び収益
性の向上、（２）経営の健全性の維持、（３）営業概況の適正開示、（４）法令等の遵守と定め、この実現プロセスを株主並びに利害関係者に明確に
することを認識し、コーポレート・ガバナンスを経営の最重要課題に位置づけております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

補充原則1－2－4　議決権の電子行使のための環境作り、招集通知の英訳

現状、当社の株主構成における機関投資家や海外投資家の比率は一般的な企業と比較して低いと認識しており、同補充原則への対応について
は、機関投資家や海外投資家の比率が相応に増加した場合、実施を検討してまいります。

補充原則1－5－1　公開買付に対する考え方

後述の　その他　買収防衛策の導入の有無　に記載の通りであります。

原則2－4　女性の活用を含む社内の多様性の確保

当社においては、性別に限らず、多様な経験や技能をもった人材を適材適所に配置することで、社内における多様な視点や価値観が生まれる事
を重視しておりますが、業務上の制約や特性を鑑み、現状では女性の登用をはじめとした、社員の比率や人数といった数値的目標値を定めては
おりません。今後、社会情勢の変化や業務の効率性・生産性を鑑みつつ、継続して導入を検討してまいります。

補充原則3－1－2　英語での情報開示・提供（開示・提供を進めるべき）

現状、当社の株主構成における海外投資家の比率は一般的な企業と比較して低いと認識しており、同補充原則への対応については、海外投資
家の比率が相応に増加した場合、実施を検討してまいります。

原則4－7　独立社外取締役の役割・責務

原則4－8　独立社外取締役の有効な活用

原則4－10　任意の仕組みの活用

現状、当社は独立役員である社外監査役を２名、独立役員ではない社外取締役を１名選任しております。

1名の社外取締役は、取締役会に出席し、経営の方針への提言や重要な意思決定に参加し、独立した立場で経営の監督を行っております。また、
業務執行上の主要な会議である経営会議に積極的に出席し、経営戦略についても大所高所からの意見を頂いております。また一方で、取締役お
よび監査役の各人の報酬の決定にあたっては、代表取締役と独立役員である社外監査役が意見交換を行い、相当と判断される金額を答申し、そ
れを取締役会または監査役会の協議に諮ることとしております。

以上の理由から、独立社外取締役の役割・責務、その有効な活用、さらに任意の諮問委員会の設置によって企業が得られるであろう効果につい
ては、現状の体制で十分に機能していると考えております。

ただし、さらなる企業統治の質の向上、経営の透明性向上を図るため、当社の事業規模や係る費用等を踏まえた上で、今後も幅広く人材の選定
や機関設計の在り方を継続検討してまいりたいと考えております。

補充原則4－11－3　取締役会全体の実効性についての分析・評価と結果開示

当社は、取締役会の意思決定に対し、その監視機能を充実させることを重要視しており、独立役員２名を含む３名から構成される監査役会を設置
しております。さらに、社外取締役を１名選任し、取締役会にて経営の方針への提言や重要な意思決定に参加し、独立した立場で経営の監督を
行っております。今後、取締役会そのものの機能向上を目的として、その実効性についての分析・評価と結果開示について検討してまいります。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

原則1－3　資本政策の基本的な方針

当社は、陶器瓦業界の中で最新の生産技術を保持し、高い生産力と競争力を継続的に保ちながら成長を続けていくために、設備の更新や新工場
の建設等を慎重かつ大胆に実行していく必要性を認識するとともに、将来に向けた安定的な収益基盤づくりのための内部留保を考慮しつつ、業績
に応じた適正で安定的な配当を継続的に行っていくことを基本方針としております。

原則1－4　政策保有株式

当社は、政策保有株式について、取引関係の連携強化やその維持といった、中長期において総合的に当社の経営基盤拡充に寄与することを、そ
の保有の判断基準としており、年に１度の取締役会にてその内容を確認するものとしております。

原則1－7　関連当事者間の取引に係る適切な手続、枠組みの開示

当社は取締役との利益相反取引については取締役会に付議し決議を得るものとしており、かつ役員全員に対しては関連当事者間取引の有無を
確認しております。

原則3－1　情報開示の充実

（1）経営理念や中期経営計画の概要については、当社ウェブサイトで公開しております。

（2）コーポレートガバナンスに関する基本方針については、コーポレートガバナンス報告書および有価証券報告書にて公開しております。



（3）役員の報酬を決定する方針と手続きについては、後述の　経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガ
バナンス体制の状況　機関構成・組織運営等に係る事項　インセンティブ関係　に記載の通りです。

（4）株主総会に提出する役員選任議案は、社長が次の役員推薦基準に基づき作成し、取締役会の決議をもって決定します。

（イ）個人及び経営専門家としての高度な倫理観・誠実性・価値観を有する者

（ロ）強い探究心と精神的独立性を有する者

（ハ）実践的な見識と成熟した判断能力を有する者

（ニ）担当職務に関する幅広い知識と経験を有する者

（5）新任役員候補者の選任理由については株主総会招集通知に記載しております。

補充原則4－1－1　経営陣に対する委任の範囲の決定とその開示

当社は、取締役会に対し、以下の事項についての審議決定を行うことを取締役会規則によって定めております。

（１）株主総会に関する事項

（２）取締役及び使用人人事に関する事項

（３）組織・規定に関する事項

（４）株式に関する事項

（５）資金調達に関する事項

（６）会社計算に関する事項

（７）取引所の定める会社情報の適時開示に関する事項

（８）事業再編に関する事項

（９）内部統制システムに関する事項

（１０）その他重要な業務執行に関する事項

さらに、主に業務執行に係る事項については、職務権限規程によって職位に応じた権限移譲を行っており、その基準はリスクや金額の重要性に
よって個別で設定しております。

原則4－9　独立社外取締役の独立性判断基準及び資質

当社は、独立社外取締役の独立性判断基準を下記の通り定めております。

（１）専門的知見・経験を持ち、外部からの視点で経営に対する監視機能の強化に資する者

（２）企業内部では得られない知識や経験を持つ者

（３）株式会社東京証券取引所の規定する独立性に関する判断基準を満たす者

補充原則4－11－1　取締役会の全体としての知識等のバランス、多様性・規模に関する考え方、取締役の選任に関する方針・手続

当社は、取締役会は、事業規模に照らし、社内取締役10名以内の少数で構成し、機動的かつ迅速に意思決定を行うために、定例会議を毎月1回
開催するほか、必要に応じて、臨時会議を開催し、業務リスクの発見と予防に努める。また、取締役会は、業務執行が、経営理念・行動指針・経営
の基本方針並びに社内規定に定める業務分掌・決裁権限に則って行われ、相互牽制がなされているかを監視・監督し、内部統制体制の維持に努
めることとしております。

また、監査役会は、監査役４名以内で構成し、監査機能の強化を図るため、社外監査役２名以上、常勤監査役１名を配置することとしております。

次に取締役の選任に関し、株主総会に提出する役員選任議案は、社長が次の役員推薦基準に基づき作成し、取締役会の決議をもって決定しま
す。

（１）個人及び経営専門家としての高度な倫理観・誠実性・価値観を有する者

（２）強い探究心と精神的独立性を有する者

（３）実践的な見識と成熟した判断能力を有する者

（４）担当職務に関する幅広い知識と経験を有する者

補充原則4－11－2　社外取締役・社外監査役の兼任状況の毎年開示

取締役および監査役の兼任状況については、有価証券報告書ならびに当社ウェブサイトにて公開しております。

補充原則4－14－2　トレーニング方針の開示

当社は、取締役および監査役は、経営全般、特に外部環境および内部環境について積極的に情報収集を行わねばならず、また、新任役員につい
てはコンプライアンスやコーポレートガバナンスについて理解を深める必要があると考えております。そのため、取締役および監査役に対して、各
種団体やシンクタンクの開催する外部セミナーや勉強会への積極的な参加を促し、新任取締役においては新任取締役向けセミナーへの参加を促
しております。

原則5－1　株主との建設的な対話に関する方針

当社は、下記をディスクロージャーにおける基本方針として当社ウェブサイトに掲載しております。

当社は、住文化に貢献するために「我々は、強く、美しく、取り扱いやすく、値打ちで、より安全な、屋根材を提供する。」と経営理念を定め、「法令
等を遵守し、かつ、公正な競争をとおして業績の向上に努めるとともに、社会的良識をもって行動する」と行動指針に定め、これをディスクロー
ジャーの基本姿勢として、株主・投資家、顧客、取引先、従業員、地域社会等、当社を取り巻く多様なステークホルダーに対して、企業情報を適切
かつ公正に開示するとともに、活発なコミュニケーションを図ってまいります。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

鶴見　哲 1,551,200 19.96

有限会社トライ 595,500 7.66

株式会社みずほ銀行 310,000 3.99

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 308,400 3.97

株式会社商工組合中央金庫 308,000 3.96



遠山　和子 232,000 2.98

鶴見　綾子 221,900 2.85

三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社 141,100 1.81

株式会社SBI証券 134,500 1.73

鶴見　日出雄 132,000 1.69

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

―――

３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第二部、名古屋 第二部

決算期 3 月

業種 ガラス・土石製品

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人以上500人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

該当事項はありません。



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 10 名

定款上の取締役の任期 2 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 6 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 1 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

0 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

高垣　俊壽 その他

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

高垣　俊壽 　

当該取締役および当該取締役が代表を務
める会社と当社との間には資本的関係及
び取引等の利害関係や当社の他の役員
と相関性のある特別利害関係はございま
せん。

品質管理や生産管理に関わる業務経験や、技
術士（経営工学部門）、中小企業診断士、
ISO9001主任審査員、ISO14001の審査員補等
の資格を有するなど、経営コンサルタントとして
の長年の経験と実績を当社の監査体制の強化
に活かすため、社外取締役として選任していま
す。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし

【監査役関係】



監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 4 名

監査役の人数 3 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

社長が任命する内部監査室に所属する内部監査人１名は、内部監査規定等に定める監査手順に従い、内部統制監査を自主的に行っておりま
す。なお、内部監査室長は監査役及び会計監査人と連絡・調整し、監査の効率的な実施を図っております。

当社の監査役監査は会社法第2条第16号に定める社外監査役２名を含む３名で行っており、監査役は、会計監査人の監査計画書の提出時、「独
立監査人の監査報告書」の提出時、その他四半期レビュー毎に、必要に応じて適時に会計監査人との会合を持ち、また、会計監査人が重要な事
実を発見した場合は即刻監査役会に報告する仕組が確立されており、監査役と会計監査人との連携は密接であります。

さらに社長は、内部監査人に内部監査調書及び内部監査報告書を監査役へ事前に報告することを義務づけており、監査役と内部監査人との連
携は密接に行われております。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 2 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

2 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

稲田　康孝 他の会社の出身者

鶴見　秀夫 弁護士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

稲田　康孝 ○
当社との取引等の利害関係や当社の他
の役員と相関性のある特別利害関係はご
ざいません。

愛知県中小企業団体中央会の出身で、組織・
財務・会計といった企業経営全般に関わる専
門的知見を有していることから、独立性を持っ
た視点からの監査を実現し、取締役に対し建設
的な意見を述べ、当社の経営の健全性と透明
性を高めるため、社外監査役（常勤）に選任し
ております。また、当該監査役を東京証券取引
所及び名古屋証券取引所に定める独立役員と
して指定し、それぞれ各取引所に届け出ており
ます。企業経営の専門家を独立役員に選任す
ることで、当社のコーポレートガバナンス体制
がより強化され、同時に経営に対する透明性
が増すものと期待されます。



鶴見　秀夫 ○
当社との取引等の利害関係や当社の他
の役員と相関性のある特別利害関係はご
ざいません。

弁護士としての専門的見地から、特に法務面
における監査を強化し、当社の経営の健全性
と透明性を高めるため、社外監査役に選任して
おります。また、当該監査役を東京証券取引所
及び名古屋証券取引所に定める独立役員とし
て指定し、それぞれ各取引所に届け出ておりま
す。独立役員に求められる役割を鑑みても、法
律の専門家がその職に就くことは、そこで求め
られる機能を十分に発揮するものであると考え
られます。同時に、平常時における取締役会に
対する監査・監督機能という面におきましても、
企業に対する法的なチェックが重要になってい
る昨今の経営環境におきましては、このような
法律の専門家が社外監査役となり、かつ独立
性をより強化する独立役員とすることは、当社
にとっても、また株主にとっても非常に有益であ
ると考えます。

【独立役員関係】

独立役員の人数 2 名

その他独立役員に関する事項

―――

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動型報酬制度の導入

該当項目に関する補足説明

利益連動給与の算定方法について

（１）算定指標

当該事業年度の経常利益とする。

（２）支給条件

当該事業年度の売上高が100億円以上、かつ、利益連動給与の控除前経常利益率が6.0％以上の場合に支給する。

（３）支給総額

利益連動給与総額の確定限度額は2,000万円とする。

（４）経常利益率別調整係数

経常利益率別調整係数は以下のとおりです

経常利益率（調整係数）

6.0～ 6.9（1.0）

7.0～ 7.9（1.1）

8.0～ 8.9（1.2）

9.0～ 9.9（1.3）

10.0～10.9（1.4）

11.0以上（1.5）

（５）算定式

各取締役の利益連動給与＝各取締役月額報酬×調整係数

ただし、役員報酬月額の2ヶ月分を超えないこととする。また、千円単位未満の端数については切り捨て処理をするものとする。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

有価証券報告書【コーポレート・ガバナンスの状況】において役員区分ごとの報酬等の総額、公認会計士に対する監査報酬を開示しております。



報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

取締役及び監査役の報酬等につきましては公正性と透明性を確保するため、代表取締役と独立役員とが意見調整を行い各人の役位、職責、在
任期間、常勤、非常勤等を勘案するとともに、当社の業績や個人の実績を考慮したうえ、相当と判断される金額を答申し、それに基づき取締役報
酬は取締役会で、監査役報酬は監査役会で、役員賞与及び役員退職慰労金は株主総会で、以下のルールにより決定しております。

なお、取締役には月額報酬に加え業績連動型報酬（法人税法第34条第1項第3号に定める利益連動給与）を導入しております。

１．取締役

（１）月額報酬は定額とする

（２）利益連動給与は役員規定に基づき算定する。（算定式は前述の【インセンティブ関係】に記載のとおりであります）

（３）退職慰労金については、役員退任慰労金支給内規に基づき算定する

２．監査役

（１）月額報酬は定額とする

（２）退職慰労金については、役員退任慰労金支給内規に基づき算定する

３．非常勤役員

月額報酬は定額とする

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

（１）当社は、後述の「現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由」の通り、会社法第2条第15号に定める社外取締役を１名、株式会
社の監査等に関する会社法第2条第16号に定める社外監査役を法定員数設置しております。

（２）社外取締役は、毎月開催される取締役会へ出席します。なお、当社の「取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制」及び
「取締役の職務の遂行が効率的に行われることを確保するための体制」については後述の「内部統制システム等に関する事項」に記載の通りで
す。

（３）当社は、社外監査役に対し、他の監査役と同様に、定例・臨時取締役会、その他の重要会議への積極的な出席を促し、当社の内部情報の共
有化を図っております。

（４）監査役会は、監査役会の頻度を多くし、常勤監査役の提供する監査情報や各監査役の監査結果報告等を通して、社外監査役とその他の監
査役との情報の共有化を図っております。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

１．現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要

（１）会社の機関

株主総会以外の会社の機関として、取締役会、監査役会、並びに会計監査人を設置しております。

（２）取締役会

当社の事業規模に鑑み、取締役10名以内の少数で構成し、機動的かつ迅速に意思決定を行うために、定例会議を毎月1回開催するほか、必要に
応じて、臨時会議を開催し、業務リスクの発見と予防に努めております。また、当社は、経営理念・行動指針・経営の基本方針を明確にし、社内規
定に業務分掌、決裁権限を定め、業務執行がそのとおり行われているか、相互牽制できる内部統制体制を確立しております。

（３）経営監視機能

（ａ）取締役会は業務執行機関に対する監督機能を強化するために、独立役員を監査役会の同意を得て、社外監査役の中から２名決定しておりま
す。

（ｂ）監査役会：監査役３名以内で構成し、監査機能強化を図るため、常勤監査役１名、社外監査役２名としております。監査役監査は、客観的な視
点に基づく独立監査を目的としております。

（ｃ）社長が任命する内部監査室に所属する内部監査人は、内部監査規定等に定める監査手順に従い、内部統制監査を自主的に行っておりま
す。

（ｄ）会計監査人：監査法人トーマツを選任し、会計監査人と監査役とは適時に打合せを行い、情報交換を適切に行っております。

（ｅ） 品質・環境管理システムに関する監査：内部品質監査員及び内部環境監査員の資格を有する内部システム監査員が行っております。監査役

及び内部監査人は、その監査実施状況についてはそれぞれの監査計画に組込み監査を行っております。

（４）報酬に関する事項

後述の「４．報酬」に記載の通りであります。

（５）その他

顧問契約を締結している弁護士には法律面、会計事務所には会計・税務処理面でのアドバイスを受けております。

２．業務の執行

（１）当社の業務の執行は、取締役会規則に従い、毎月開催される定例取締役会又は必要の都度開催される臨時取締役会において審議し決定し

ております。

（２）当社の業務執行は取締役会が選定する代表取締役が行います。

（３）取締役会は、当社の業務を運営する業務運営機構及びその担当取締役等（「取締役及び取締役以外の部門長」以下同じ）を決定し、決定した
担当取締役等に担当業務の運営を委任しております。



（４）取締役等の職務執行の監督は以下のとおり行っております。

（ａ）取締役会は、中期経営計画及び年度経営計画（リスク管理方針を含む）を決定し、必要の都度、各取締役から職務の執行状況の報告を得て
おります。

（ｂ）販売方針・販売計画又は生産方針・生産計画等の執行状況の月次管理は、社長・取締役直轄の経営会議で行っております。

（ｃ）また、鶴弥マネジメントシステムに掲げる「品質・環境目標」の執行状況の分析・評価・見直しも、社長・取締役直轄の経営会議で行っておりま
す。

３．監査

（１）監査の概要

当社は、監査役及び会計監査人が独立監査を行い、内部監査人（「社長が任命した内部監査室員」以下同じ）が自主監査を行っております。ただ
し、鶴弥マネジメントシステムに関する監査は、有資格者である品質監査員、環境監査員が監査を行い、その結果について内部監査人が監視して
おります。

（２）監査の役割

（ａ）監査役は、監査役監査基準及び監査役会規則に基づき、適法性監査及び会計監査人の監査報告の妥当性監査を行っております。

（ｂ）会計監査人は、会社法監査（会社法に基づく計算書類等の監査）及び金融商品取引法監査（金融商品取引法に基づく財務計算に関する書類
の監査）を行っております。会計監査人の状況については、以下のとおりであります。

イ．当社は、会計監査人に関して、有限責任監査法人トーマツを選任しています。なお、同監査法人及び監査に従事する同監査法人の監査業務
を担当する社員と当社との間に特別な利害関係はありません。

ロ．業務を執行した公認会計士の氏名

指定有限責任社員　業務執行社員　大中　康宏

指定有限責任社員　業務執行社員　淺井　明紀子

ハ．監査業務に係わる補助者の構成

公認会計士８名、及びその他８名であります。

（ｃ）内部監査人は、内部監査規定に従い内部統制状況の監査を行っております。

４．報酬

取締役及び監査役の報酬等につきましては公正性と透明性を確保するため、代表取締役と独立役員とが意見調整を行い各人の役位、職責、在
任期間、常勤、非常勤等を勘案するとともに、当社の業績や個人の実績を考慮したうえ、相当と判断される金額を答申し、それに基づき取締役報
酬は取締役会で、監査役報酬は監査役会で、役員賞与及び役員退職慰労金は株主総会で、以下のルールにより決定しております。

なお、取締役には月額報酬に加え業績連動型報酬（法人税法第34条第1項第3号に定める利益連動給与）を導入しております。

（１）取締役

（ａ）月額報酬は定額とする

（ｂ）利益連動給与は役員規定に基づき算定する。（算定式は前述の【インセンティブ関係】に記載のとおりであります）

（ｃ）退職慰労金については、役員退任慰労金支給内規に基づき算定する

（２）監査役

（ａ）月額報酬は定額とする

（ｂ）退職慰労金については、役員退任慰労金支給内規に基づき算定する

（３）非常勤役員

月額報酬は定額とする

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

当社の事業規模に鑑み、機動的かつ迅速に意思決定を行うため、社外取締役１名を含む取締役７名の少数で構成しており、その意思決定に対し
て外部からの客観的、中立の監視機能を充実させることが当社における企業統治の重要事項と認識し、次に記載の理由から現状の体制としてお
ります。

１．当社は、監査役３名の内、株式会社の監査等に関する会社法第2条第16号に定める社外監査役２名（当社との営業取引等の利害関係はない）
を含む監査役制度を採用し、監査役会は常勤監査役に社外監査役１名を選任していることから、先入観のない客観的な視点で取締役の職務執
行を十分に監視できる機能を備えていると考えております。

２．当社の１名の社外取締役は生産管理・品質マネジメントに関する専門性を、３名の監査役はそれぞれ、企業経営全般にかかる専門性、法務的
な専門性、財務的な専門性を有しており、企業内部では得られない専門的な知識や経験の共有、そして外部からの視点といった機能は、現状の
体制によって十分果たせていると考えております。

なお、当社は、社外取締役及び社外監査役の独立性について独自の基準等は設けてはおりませんが、株式会社東京証券取引所の規定する独
立性に関する判断基準等を考慮した上で、その選任にあたっては、各個人の専門的知見・経験を重視し、経営に対する監視機能の強化と同時
に、企業内部では得られない専門的な知識や経験の共有、そして外部からの視点といった機能強化が図られることが重要であると考えています。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
株主総会招集通知の発送に先駆け、東京証券取引所ホームページにて早期公表してお
ります。

（発送日2017年6月13日、取引所HP公表日2017年6月9日）

集中日を回避した株主総会の設定 第一集中日の回避を考慮した設定を方針としております。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表
ディスクロージャーポリシーを社内規程に定め、当社ホームページにて一般に

公表しております。

個人投資家向けに定期的説明会を開催
名古屋証券取引所主催のIRイベントへの定期参加の他、証券会社主催の説

明会にも必要に応じ参加しております。
なし

IR資料のホームページ掲載

下記のＩＲ資料を当社ホームページの「ＩＲ情報」（URL：

http://www.try110.com/ir/）にて掲載しております。

・決算情報

・決算情報以外の適時開示資料

・有価証券報告書および四半期報告書

・株主向け報告書

・その他ステークホルダーの理解を深めるために有用であると判断した経営・

財務情報や非財務情報

IRに関する部署（担当者）の設置
経理室を主管部署とし、関連する株式事務部門等と連携した活動を行っており
ます。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

経営管理総則に「行動指針」および「経営の基本方針」「利益配分に関する基本方針」を定
め、

ステークスホルダーに対する、それぞれの立場を尊重する姿勢を明示しております。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

株主・投資家、顧客、取引先、従業員、地域社会等、当社を取り巻く多様なステークホル
ダーに

対して、企業情報を適切かつ公正に開示するとともに、活発なコミュニケーションを図ること
を目

的にディスクロージャーポリシーを策定し、社内規程に定め、当社ホームページにて一般に
公

表しております。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

１．内部統制システムに関する基本的な考え方

（１）当社は、社長により、経営理念、行動指針、経営の基本方針、その他事業目的を達成するための内部統制システムの基本を、平成17年6月1
日付をもって経営管理総則に定めております。

（２）当社は、コーポレート・ガバナンスを最重要課題に位置付け、経営管理総則の制定の趣旨並びにその内容を役員等に周知徹底し、以下の内
部統制目的の実現を目指しております。

［当社の内部統制の目的］

（１）事業の継続性及び収益性の向上

（２）経営の健全性の維持

（３）営業概況の適正開示

（４）法令等（当社の定款及び諸規定を含む）の遵守

２．内部統制システムの整備状況

（１）経営者による内部統制システムの構築当社は、平成18年5月9日に開催された取締役会（5月最初の取締役会）において、会社法第326条第2
項に従い、株主総会以外の会社の機関として取締役会、監査役会並びに会計監査人の設置を決定し、併せて、当社が上記の経営管理総則に定
める従来のコーポレート・ガバナンスの型を継続し、整備・発展させることを決定しております。

（２）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

（ａ）当社は、行動指針など経営管理に関する基本事項を「経営管理総則」（平成17年6月1日制定）に定め、役員等（「役員及び従業員を指す」以下
同じ）に本総則の内容を周知徹底することによって、各役員等は社会的責任を自覚するとともに、法令を遵守し、公正な競争を通じて業績を向上さ
せ、かつ、社会的良識をもって行動するよう努めます。

（ｂ）当社は、通常の報告ルートとは異なる内部通報制度を本総則に明文化し、内部通報者の保護を図るとともに、不正・不法行為の早期発見と是
正に努めます。

（ｃ）当社は、反社会的勢力等への対応に関する行動指針及び社内規定を定め、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力等に対しては、
顧問弁護士や警察等とも連携し、次のとおり、毅然とした姿勢で組織的に対応します。

イ．社長は、「社会的秩序を乱すような反社会的勢力を断固として排除すること」を行動指針に掲げ、社長自らこの指針を実践し、より健全な経済・
社会の発展に貢献します。

ロ．当社は、社会的秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力等に対しては断固として対決していきます。

ハ．役員等は、一人ひとりが得意先等との意志の疎通、不祥事の防止、法令及び社内規定の遵守等を徹底し、トラブルを未然に防止するよう努め
ます。

ニ．当社は、反社会的勢力の介入を未然に防止するために、その介入時の対応を社内規定に定め、役員等が毅然とした態度で臨み、反社会的
勢力に介入する隙を与えないよう努めます。

（ｄ）当社は、内部監査人による自主監査を実施し、役員等の関連法規や社内規定の遵守状況とリスク管理を目的とした内部統制システムの整備
状況を継続的に検証しております。

（３）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

（ａ）取締役の職務の執行に関する情報は、取締役会、経営会議等の議事録に特定し、議事録は法令又は社内規定に規定する方法で作成し、適
切に保管及び保存を行っております。

（ｂ）取締役及び監査役は、それらの情報を必要の都度閲覧することができます。

（４）損失の危険の管理に関する規定その他の体制

（ａ）当社のビジネスリスクの管理方法の基本は、「経営管理総則」に規定しております。

（ｂ）当社は、損失のリスク管理に関して、鶴弥マネジメントシステムを構築することで、社内に安全衛生委員会（又は安全衛生推進委員会）、品質
会議、経営会議等の会議体を設置し、品質の向上、環境の保全、安全衛生の向上を図っております。

（ｃ）各部門におけるビジネスリスクや情報セキュリティはそれぞれの部門で管理し、重要リスクが発生した場合には、取締役会に報告し、そこで対
処方法を審議します。

（ｄ）組織的なビジネスリスクや不測の事態が発生した場合には、「経営管理総則」に規定する経営危機管理又は地震等被害対策の規定に従い対
処します。

（５）取締役の職務の遂行が効率的に行われることを確保するための体制

（ａ）当社は、経営の意思決定を迅速に行い、取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するために、取締役会規則に従い、毎月、定例取
締役会を開催するほか、必要の都度、臨時取締役会を開催しております。

（ｂ）当社の経営に関する重要事項については、必要に応じて、社長の諮問機関である経営会議や経営危機対策委員会等の審議を経て、取締役
会がその執行を決定します。担当取締役は取締役会が決定した業務の執行状況について、取締役会に適宜の方法で報告しております。

（６）使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

（ａ）社長は、経営に影響を与える業務活動に従事する全社員に対するレベルの枠組と教育訓練制度並びに人事考課制度を計画的に確立してお
ります。

（ｂ）当社は、財務報告適正性を確保するための業務管理体制を「業務管理方針」に基づき整備し、主要業務の社員用業務マニュアル化と責任と
権限の明確化を推進します。

（ｃ）社内規定及び関係法令の整備を行います。

（７）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に
関する事項

（ａ）当社は、監査役監査に支障をきたす事態が発生し、監査役会から監査役の職務を補佐する専従社員の配置要請がある場合には、内部監査



室に監査役監査の補助に専念できる、取締役の指揮命令系統から独立した専従社員を配置します。

（ｂ）当社は、監査役の職務を補佐する専従社員の人事異動、人事評価並びに懲戒処分に関し、監査役会の同意権を明確にしております。

（８）取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制

（ａ）取締役及び使用人は、法令又は定款に定める事項に加え、業務の遂行上重大な影響を及ぼす事項や内部監査の結果と改善状況、内部通報
制度を利用した通報の状況及びその内容、その他監査役が監査役監査の判断を下すうえで必要とする事項について、遅滞なく、報告又は情報の
提供を行っております。

（９）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

（ａ）監査役が、監査役監査を実効的に行うために、上記（７）及び（８）に記載する事項以外に、次の体制を確実にしております。

イ．監査役は、取締役会に出席し、必要に応じて、意見を述べることができます。

ロ．監査役は、必要に応じて、取締役会以外の重要会議又は主要会議に出席することができます。

ハ．監査役は、内部監査人に対し、監査結果の報告を求めることができます。

ニ．監査役は、会計監査人に対し、法定報告事項以外の報告を求めることができます。

（ｂ）監査役は、取締役、部署長並びに社員から、前記「イ～ニ」以外の報告を求めることができます。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

上記の「内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況」-「２．内部統制システムの整備状況」-（２）-（ｃ）に記載のとおりでありま

す。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

当社は、いわゆる敵対的買収行為に対する具体的な買収防衛策を導入してはおりません。そのような事態が発生した場合には、取締役会を開催
し対応を協議することとしております。

ただし、その対応として買収防衛策の導入を実施するにあたっては、取締役会の決議を必要とし、かつ監査役会においては当該事項に対する監
査結果を監査報告書によって報告することとしております。

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

該当事項はありません。






